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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は

15

予
算
特
別
委
員
会
で
、
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、　

人
の
委
員
か

12

ら
市
長
の
提
案
し
た
予
算
案
に
対

し
て
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
要

す
る
経
費
及
び
本
格
稼
動
に
係
る

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

要
す
る
経
費
等
を
削
除
し
、
小
中

学
校
図
書
室
に
司
書
を
配
置
す
る

経
費
等
を
増
額
す
る
内
容
の
修
正

案
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
修
正
案
は
、　

日
の
本
会

25

議
で
賛
成
多
数
（
賛
成　

人
・
反

12

対　

人
）
で
可
決
し
、
市
長
の
提

11
案
し
た
予
算
案
は
修
正
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
長
は
こ
の
議
決
に
対
し
、
予

算
執
行
者
と
し
て
政
策
意
思
に
反

す
る
と
し
、
第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
、再
議（
注
１
）に
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
再
度
議
決
を
行
い
、

修
正
可
決
さ
れ
た
予
算
は
３
分
の

２
（　

人
）
以
上
の
同
意
が
得
ら

16

れ
ず
、
修
正
可
決
の
と
お
り
決
定

す
る
こ
と
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
長
の
提
案
し
た
予

算
案
（
原
案
）
に
つ
い
て
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

（
賛
成　

人
・
反
対　

人
）
の
た
め

11

12

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
市
長
は
４

月
か
ら
５
月
ま
で
の
２
か
月
間
の

行
政
運
営
に
最
小
限
度
必
要
と
さ

れ
る
経
費
を
計
上
し
た
暫
定
予
算

（
注
２
）
を
提
案
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
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第
一
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

再
開
発
事
業
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
成
立
性
に
根
拠
が
な
く

超
高
層
ビ
ル
を
基
本
と
し
た
再
開

発
事
業
の
ス
タ
ー
ト
は
認
め
ら
れ

な
い
。
第
二
に
、
情
報
を
保
護
す

る
法
制
も
シ
ス
テ
ム
も
確
立
し
な

い
中
、
住
基
ネ
ッ
ト
本
格
稼
動
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
第
三

に
、
東
小
金
井
駅
北
口
地
域
で
ま

ち
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
論
議
が

行
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
に
、
土
地

区
画
整
理
事
業
化
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
は
不
誠
実
で
あ
り
許
容
で

き
な
い
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。 
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修
正
案
は
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

再
開
発
に
関
す
る
予
算
が
削
除
さ

れ
、
賛
同
者
が　

％
に
も
達
し
た

84

地
権
者
ら
が
積
み
上
げ
て
き
た
流

れ
や
市
が
市
民
要
望
も
取
り
入
れ

な
が
ら
作
成
し
て
き
た
方
針
を
壊

す
も
の
で
あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

　

財
産
に
重
大
な
影
響
が
及
ぶ
地

権
者
等
へ
の
相
談
も
な
い
状
態
で
、

議
会
の
過
半
数
で
修
正
す
る
こ
と

は
問
題
。
提
案
各
会
派
の
考
え
方

も
か
け
離
れ
て
お
り
、
都
市
計
画

決
定
後
に
な
っ
て
後
か
ら
別
の
方

法
を
考
え
る
と
い
う
や
り
方
に
は

到
底
賛
同
で
き
な
い
。
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第
一
に
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
切
断

と
離
脱
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再

開
発
事
業
、
東
小
金
井
駅
北
口
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
大
型
開
発

を
削
っ
て
、
市
民
の
生
活
を
優
先

さ
せ
る
予
算
の
第
一
歩
で
あ
る
こ

と
で
、
画
期
的
で
あ
る
。

　

修
正
案
を
除
く
原
案
は
、
保
育

園
の
民
間
委
託
な
ど
に
道
を
開
く

審
議
会
の
設
置
の
予
算
な
ど
問
題

も
あ
る
が
、
再
開
発
の
強
行
に
歯

止
め
を
か
け
、
税
金
の
使
い
方
を

変
え
る
出
発
点
に
も
な
る
と
考
え

賛
成
す
る
。
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修
正
案
は
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

第
１
地
区
再
開
発
事
業
の
予
算
を

す
べ
て
削
除
し
て
い
る
。
こ
れ
は

地
権
者
、
商
店
会
を
始
め
多
く
の

市
民
の
街
づ
く
り
へ
の
期
待
と
願

望
を
根
こ
そ
ぎ
打
ち
砕
く
も
の
で

あ
る
。
地
権
者
３
団
体
の
嘆
願
書

の「（
再
開
発
の
努
力
が
無
意
味
と

な
れ
ば
）
そ
の
責
任
は
誰
が
と
っ

て
い
た
だ
け
る
の
か
。」悲
痛
と
言

え
る
こ
の
訴
え
は
よ
り
多
く
の
市

民
の
叫
び
で
も
あ
る
。
バ
ス
が
乗

り
入
れ
る
駅
前
広
場
の
実
現
、
公

会
堂
建
て
替
え
の
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
完
成
こ
そ
市
民
要
望
だ
。 
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主
に
次
に
挙
げ
る
理
由
に
よ
り
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。
①
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

は
、
個
人
情
報
保
護
対
策
が
十
分

で
な
い
ま
ま
安
易
に
接
続
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
。
②
現
在
の
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
は
、

財
政
・
都
市
計
画
両
面
で
ず
さ
ん

な
計
画
で
あ
る
。

市
の
財
政
規
模
に
あ
っ
た
計
画
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
③
東
小

金
井
駅
北
口
区
画
整
理
事
業
は
、

権
利
者
の
賛
成
・
反
対
者
を
含
め

た
協
議
の
場
で
都
市
計
画
の
見
直

し
を
含
め
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
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武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
は
、

住
民
の
悲
願
で
あ
り
、
住
み
良
い

地
元
の
発
展
と
防
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
の
重
大
案
件
で

あ
る
。
中
央
線
高
架
化
が
進
む
中
、

こ
れ
に
合
わ
せ
た
南
口
再
開
発
の

推
進
的
役
割
を
担
う
予
算
は
必
要

で
あ
る
。
公
団
の
情
報
開
示
に
問

題
が
あ
る
が
、
今
後
、
市
と
の
連

携
を
密
に
し
て
再
開
発
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
こ
の
機
を
逃

し
た
ら
、
南
口
の
ま
ち
づ
く
り
が

大
幅
に
後
退
す
る
の
は
火
を
見
る

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
本

修
正
案
に
反
対
す
る
。
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１�
地
下
水
脈
を
傷
つ
け
る
危
険

性
の
あ
る　

階
建
ビ
ル
に
は
反
対

25

だ
が
、
世
代
交
代
等
の
切
実
な
事

情
を
抱
え
た
地
権
者
が　

％
以
上

84

の
賛
成
を
表
明
し
た
。
地
権
者
の

方
々
に
は
今
後
、
環
境
や
市
民
参

加
の
駅
舎
作
り
に
も
積
極
的
に
関

心
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
付
言
す
る
。

２�
住
基
ネ
ッ
ト
の
安
全
性
は
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
予
算
削
除
に

は
大
賛
成
。
市
長
は
漫
然
と
接
続

し
続
け
ず
、
市
民
の
意
向
を
調
査

の
上
、
住
基
ネ
ッ
ト
離
脱
や
選
択

制
導
入
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
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修
正
予
算
案
の
賛
成
討
論
で
日

本
共
産
党
は
「
市
長
は
、
議
会
の

議
決
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

拒
否
権
を
発
動
し
再
議
に
付
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
し

か
し
、
市
長
は
拒
否
権
を
行
使
、

そ
の
結
果
、
修
正
案
も
市
長
案
も

否
決
さ
れ
、
暫
定
予
算
に
な
る
。

　

過
去
に
議
員
提
案
で
可
決
し
た

条
例
を
拒
否
し
再
議
に
か
け
て
、

辞
職
し
た
市
長
も
い
る
。

　

暫
定
予
算
に
し
な
い
道
は
、
与

党
が
修
正
案
に
賛
成
す
れ
ば
い
い
。

暫
定
予
算
は
、
修
正
案
を
拒
否
し

た
稲
葉
市
長
の
責
任
で
あ
る
。

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
現
在

及
び
将
来
の
市
民
が
健
康
で
安
全

か
つ
快
適
な
生
活
を
営
む
上
で
必

要
と
す
る
良
好
な
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
の
策
定
に
当
っ
て
は
、
公

募
に
よ
る
市
民
・
学
識
経
験
者
等

で
構
成
す
る
環
境
基
本
条
例
策
定

委
員
会
を
設
置
し
条
例
案
の
諮
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
平
成　

年
第
４
回
定

14

例
会
に
お
い
て
建
設
環
境
委
員
会

に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
る
中
で
、

委
員
に
よ
り
未
然
防
止
の
原
則
・

環
境
市
民
会
議
の
活
動
支
援
な
ど

を
加
え
た
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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市
民
参
加
の
策
定
委
員
会
を
経

た
市
長
の
提
案
は
、
緑
・
水
・
環

境
学
習
、
市
・
市
民
・
事
業
者
の

協
働
、
実
効
性
の
確
保
を
特
徴
と

し
評
価
で
き
る
が
、
本
修
正
に
よ

り
さ
ら
に
進
ん
だ
内
容
と
な
る
。

　

特
に
「
未
然
防
止
の
原
則
」
は
、

因
果
関
係
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ

な
く
て
も
予
防
的
措
置
を
と
る
こ

と
で
あ
り
、
全
国
に
先
ん
ず
る
画

期
的
な
条
例
と
な
る
。
ま
た
、
進

行
中
の
開
発
事
業
へ
の
効
力
を
高

め
、
全
て
の
施
策
と
の
整
合
を
図

る
こ
と
も
強
化
し
て
い
る
。

　

基
本
計
画
策
定
に
も
期
待
す
る
。
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環
境
の
保
全
、
回
復
及
び
創
造

に
つ
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、
小

金
井
市
、市
民
、事
業
者
及
び
教
育

機
関
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
施
策
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
の
保
全
等

に
関
す
る
施
策
を
協
働
し
て
総
合
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第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
に
伴
い
、
平
成　

年
度
か
ら
平

15

成　

年
ま
で
の
保
険
料
の
改
正
、

17
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
を

廃
止
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調

整
委
員
に
変
更
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
条
例
は
、
厚
生
文
教
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
が
、
保
険
料
を
据
え

置
く
内
容
の
修
正
案
が
本
会
議
で

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
本

会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
修
正

案
を
否
決
し
、
原
案
を
可
決
し
ま

し
た
。
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保
険
料
の
値
上
げ
そ
の
も
の
は
、

適
切
で
あ
れ
ば
必
要
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
、
今
回
の
保
険
料
の
値
上

げ
は
低
所
得
者
に
対
す
る
減
免
が

ま
っ
た
く
不
十
分
で
あ
る
。

　

低
所
得
者
ほ
ど
要
介
護
認
定
率

が
高
く
、
減
免
制
度
の
周
知
も
不

十
分
で
は
保
険
料
の
年
金
か
ら
の

天
引
き
は
苦
し
い
支
出
で
あ
り
、

救
済
範
囲
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。

　

値
上
げ
に
よ
り
、
さ
ら
に
生
活

が
苦
し
く
な
る
人
な
ど
へ
の
新
た

な
減
免
又
は
助
成
制
度
を
明
確
に

し
て
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
反
対
す
る
。 
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介
護
保
険
は
市
民
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
保

険
料
が
上
が
っ
て
い
く
仕
組
み
で

あ
り
、
こ
こ
に
も
制
度
の
根
本
的

欠
陥
が
あ
る
。

　

今
、
介
護
保
険
以
外
で
も
医
療

費
の
負
担
増
や
都
の
老
人
福
祉
手

当
の
切
捨
て
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

有
料
化
な
ど
、
年
金
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
相
次
ぐ
経
済
的
負
担
増
に

は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。「
基

金
を
活
用
す
れ
ば
保
険
料
据
え
置

き
は
可
能
」
と
市
も
答
弁
し
て
お

り
、
介
護
保
険
料
は
据
え
置
く
べ

き
と
表
明
し
賛
成
討
論
と
す
る
。
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